
矢作川・豊川ＣＮ（カーボンニュートラル）プロジェクトの全体像

矢作川・豊川CNプロジェクト
ポータルサイト

〔ロゴについて〕
森林と水滴のモチーフに加え、水の流れをメー
ジした3本のラインが円を描くことで、水循環お
よび流域が一体となった持続可能な社会を表
しました。
水の流れは「ＣＮ」の文字をデザインしています。

2026年1月16日（金）
矢作川・豊川CNプロジェクトシンポジウム



〇 産業県である愛知県の温室効果ガス排出量は全国最多クラス。

ただし、事業者の削減努力により、県内総生産当たりの排出量は低い水準。

○ 産業部門からの排出量は、全国平均(34.0%)を上回り51.2%。(2022年度)

⇒日本一の産業県として、カーボンニュートラルへの取り組みは不可欠

出典：愛知県環境局WEBページ

温室効果ガス総排出量の推移（愛知県）

部門別ＣＯ２排出量構成割合
（愛知県）

全国平均の約３倍

愛知県の温室効果ガス排出量
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト
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矢作川・豊川ＣＮプロジェクトの全体像
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

アユ キャベツ自動車

岡崎市

豊田市

豊橋市

設楽ダム（建設中）

木瀬ダム
矢作ダム
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矢作川・豊川ＣＮプロジェクトの全体像
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

あいちカーボンニュートラル戦略会議
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矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

プロジェクトの特徴

・矢作川流域・豊川流域をモデルケースとし、“水循環”をキーワードに、流域の関係者が一体と
なり、分野横断・官民連携でカーボンニュートラルの実現を目指す

・水力や水インフラ空間を活用した「①再生可能エネルギーの創出」、水処理事業を中心とした
「②エネルギーの省力化」、森林保全等による「③ＣＯ２吸収量の維持・拡大」、「④新技術・新シス
テムの導入」の4つの視点により、流域が持つポテンシャルを最大限に活用した施策を推進

矢作川・豊川ＣＮプロジェクトの全体像
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・愛知県知事
・豊橋市長
・豊田市長
・農林水産省 東海農政局長
・経済産業省 中部経済産業局長
・国土交通省 中部地方整備局長
・環境省 中部地方環境事務所長
・水資源機構 中部支社長

③ＣＯ２吸収量の
維持・拡大分科会

④
新
技
術
・
新
シ
ス
テ
ム

分
科
会

・愛知県商工会議所連合会 会長
・中部経済連合会 会長
・東京大学名誉教授 池内幸司
・一橋大学名誉教授 山内弘隆

協議会事務局：河川課、地球温暖化対策課
イノベーション企画課

②省エネルギー
分科会

各分科会

矢作川・豊川ＣＮ推進協議会

①再生可能エネルギー
分科会 連携

連携

連携

プロジェクトの推進体制
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

協議会の開催状況
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ＣＯ２削減可能量の算出に向けて
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト

設楽ダム 水力発電
約5,000t-CO2/年

菱池遊水地 太陽光発電
約1,100t-CO2/年

衣浦西部浄化センター
汚泥共同焼却炉
約9,600t-CO2/年

木瀬ダム 小水力発電
約９0t-CO2/年 県有林 森林クレジット販売

2025年度 270t-CO2

矢作川浄化センター
太陽光発電（PPA)
約2,500t-CO2/年

※参考資料に掲載している施策を含む。
※原則、施設整備完了後の管理・運営時点を想定した試算値
（建設・廃棄時の排出量を含まない）である。

低炭素型コンクリート製品活用による削減
2023～24年度の実績の平均値
約70t-CO2 /年

汚水処理の広域化
（汚水処理施設の統廃合）
約630t-CO2/年

【参考】
愛知県の事務事業から発生する

温室効果ガスの排出量
=約28万t-CO2/年(2020年度)

出典：あいちエコスタンダード （２０２４年10月改定)

２０２５．11時点

〇 現時点において、ＣＯ２削減可能量が試算できた施策をまとめた。

〇 その他の施策についても順次試算を進め、ＣＮ実現に向けた取組の推進を図っていく。

※2024年度の創出量は484t-CO2

豊橋浄水場
（次世代型浄水場構築）
約800t-CO2/年
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２０２４年７月８日 岸田内閣総理大臣が来県

〇 矢作ダムにて愛知県から「矢作川・豊川ＣＮプロジェクト」について説明。

〇 豊田市上水運用センターにて、豊田市から水道ＤＸの取組について説明。

視察後の会見における岸田総理のご発言要旨

〇政府としては、この先駆的なプロジェクトに県と共に取り組むとともに、

この取組を全国の一級水系で展開し、「流域総合水管理」を進めていく。

岸田内閣総理大臣の愛知県訪問
矢作川・豊川ＣＮプロジェクト
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